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みんなでつくったお米が餅になったよ　　～酒々井小学校収穫祭～

酒々井町マスコットキャラクター
井戸っこ（しすいちゃん）

　酒々井小学校５年生の「米作り体験学習」の締めく

くりとなる「酒々井小学校収穫祭」が昨年１２月１２

日に同校の体育館で開かれました。

　子どもたちは、田植えからずっと米づくりに協力を

いただいた「酒々井里山フォーラム」の方々と一緒に

代わるがわる杵を握って、もちつきを体験しました。

　出来上がったもちを食べた子どもたちからは、協力

いただいた方への感謝と米づくりを通して貴重な体験

ができた喜びの声が聞かれました。
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人口と世帯数12月1日現在　人口 21,425人（－19）　男 10,736（－3）　女 10,689（－16）　世帯数 9,420（±0）
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町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
無
投
票
に
よ
り
再
選
し
酒
々

井
町
長
に
３
期
目
の
就
任
を
し
て

初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
期
待
の
大
き
さ
と
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
、
今

後
の
町
政
運
営
に
更
に
精
魂
を
傾

け
て
努
力
し
て
い
く
べ
く
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
ま
し

た
皆
様
と
の
信
頼
と
絆
を
大
切
に

し
つ
つ
、「
酒
々
井
新
時
代
」
に

ふ
さ
わ
し
い
「
１
０
０
年
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
ベ
ー

ス
を
創
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
更

に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
「
酒
々
井
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
開
設
と
、

「
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
」
の
開
業
と
い
う
大
変

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
開
業
以

来
、
11
月
末
ま
で
の
来
客
者
は

４
５
５
万
人
を
超
え
、
当
初
の
集

客
見
込
み
で
あ
る
年
間
３
５
０
万

人
を
既
に
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
「
酒
々
井
」
の

名
は
一
気
に
そ
の
知
名
度
を
上
げ
、

雇
用
・
産
業
・
交
通
・
人
口
な
ど

各
分
野
に
好
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
こ
う
し
た
波
及

効
果
を
、
更
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
せ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
私
の
町
長
と
し
て
の
２
期
の
町

政
運
営
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
町
の

借
金
体
質
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す

と
と
も
に
、
町
民
福
祉
の
向
上
と

町
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
町
の
ク
オ
リ
テ
�
、
町
民
生

活
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
念
頭

に
、
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
教
育

環
境
の
整
備
、
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
各
種
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
保
育
所
待

機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
、
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
拡
大
、
全
小
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
中
学
生
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
を
含
め
保

育
園
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
一

貫
し
た
外
国
語
教
育
を
開
始
す
る

な
ど
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
施
策
で
は
、
入
所
待
機
者
の
解

消
に
向
け
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
床
支
援
や
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
制
度
の
創
設
、
Ｊ
Ｒ

酒
々
井
駅
・
京
成
酒
々
井
駅
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
小

さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
生
活

に
身
近
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
保
育

園
及
び
小
中
学
校
の
耐
震
化
、
防

犯
対
策
や
案
内
を
目
的
と
し
た
駅

前
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
、
防
災
体
制

の
充
実
強
化
や
通
学
路
な
ど
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
を
図
る
た
め

交
通
政
策
会
議
を
設
置
し
て
検
討

及
び
交
通
安
全
施
設
の
整
備
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
町
長
と
し
て
の
３
期
目
は
、
平

成
23
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
第
５

次
総
合
計
画
に
お
け
る
前
期
基
本

計
画
の
仕
上
げ
、
更
に
後
期
基
本

計
画
の
初
期
に
も
あ
た
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
「
み
ん

な
が
主
役
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
」、
将
来
都
市
像
「
人
　
自

然
　
歴
史
が
調
和
し
た
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
　
酒
々
井
」
の
実
現
に

向
け
て
、
新
た
に
５
つ
の
ま
ち
づ

く
り
キ
ー
ワ
ー
ド
『
知
の
創
造
（
情

2

酒々井町長

小坂　泰久

「酒々井新時代」へ

～100年安心して住める
　　　　まちづくりを目指して～

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
�
て

新
た
な

　
　
ス
テ
�
ジ
に
向
け
て



報
発
信
は
し
す
い
か
ら
）』、『
文

化
力
の
醸
成
（
歴
史
と
文
化
を
育

む
）』、『
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
づ

く
り
』、『
親
孝
行
の
ま
ち
（
子
ど

も
は
宝
）』、『
地
産
地
消
の
ま
ち
づ

く
り
（
地
域
産
業
に
活
力
を
）』︻
別

図
参
照
︼
が
相
互
に
関
連
・
連
携

し
高
品
質
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
�

づ
く
り
を
進
め
、「
１
０
０
年
安
心

し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基

盤
を
作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
た
ち

が
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
、
保
健
福
祉
体
制
の

充
実
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支

え
る
「
支
え
あ
い
・
助
け
合
う
ま

ち
づ
く
り
」
を
更
に
進
め
ま
す
。

○ 

コ
ミ
�
ニ
テ
�
プ
ラ
ザ
及
び
ハ

ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
活
性
化

○
ち
び
っ
こ
天
国
の
活
性
化

○ 

40
歳
代
か
ら
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

�
ー
（
２
方
向
）
検
査

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
の
充
実

　
子
育
て
支
援
の
強
化
や
安
全
の

確
保
、
教
育
環
境
の
整
備
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、
個
性

豊
か
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
更
に

進
め
ま
す
。

○ 

保
育
園
給
食
の
拡
充
（
３
歳
～

６
歳
児
）

○
保
育
料
減
額
の
検
討

○
酒
々
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
拡
張

○
通
学
路
の
安
全
対
策

　
最
優
先
課
題
で
あ
る
震
災
時
避

難
場
所
な
ど
と
な
る
中
央
公
民
館

及
び
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
と
中
川

の
治
水
対
策
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
町
民
一
人
ひ
と
り
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
住
民
と

行
政
と
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

を
更
に
進
め
ま
す
。

○ 

浸
水
被
害
の
防
止
（
総
合
的
な

水
防
災
計
画
）

○ 

洪
水
調
節
機
能
を
備
え
た
親
水

公
園
化

○ 

交
通
安
全
対
策
と
生
活
道
路
の

維
持
補
修

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
も
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
財
政
基
盤

と
な
る
農
業
・
商
業
・
工
業
の
連

携
に
よ
る
産
業
振
興
策
、
酒
々
井

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
南
部
新
産

業
団
地
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
り
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
�

酒
々
井
」
づ
く
り
を
更
に
進
め
ま

す
。

○ 
地
域
に
あ
る
も
の
を
活
か
す
元

気
産
業
づ
く
り

○ 

有
機
農
業
と
地
場
産
業
の
連
携

に
よ
る
地
域
循
環
型
経
済

○ 

農
業
が
結
ぶ
地
域
の
縁
（
農
縁

コ
ミ
�
ニ
テ
�
）

　
酒
々
井
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
保
全
と
歴
史
的
文
化
遺
産
や
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
観
光
振

興
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
な
ど
「
水
と
緑
」
の
魅
力
あ
る

ま
ち
の
顔
づ
く
り
を
更
に
進
め
ま

す
。

○ 

国
指
定
史
跡
「
本
佐
倉
城
跡
」

の
保
存
・
活
用

○
旧
酒
々
井
宿
の
保
存
整
備

　
以
上
、
今
後
の
政
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
情
報
公
開

に
努
め
、
住
民
参
加
・
明
朗
行
政

を
推
進
し
、
無
駄
を
省
き
、
行
政

効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
然

と
環
境
を
大
切
に
し
、
低
炭
素
社

会
へ
の
取
り
組
み
を
更
に
進
め
、

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
町
政
に
対
し
ま
し
て

皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
す
ば
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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新たなまちづくりへのキーワード
知の創造（情報発信は『しすい』から）

・大学との連携（順大・聖徳大・早大）
知の拠点
大学等誘致

健康・福祉拠点
総合福祉センターなど

子育て支援拠点
ファミリーサポート
センターなど

農縁コミュニティー
農業が結ぶ地域の縁

文化力の醸成（歴史と文化を育む）

・生涯学習でまちづくり 住民恊働で楽しい公共
まちづくり研究所

連携・充実

こころと身体の健康づくり

・生涯を通じたスポーツ＆健康づくり（80歳の青年）

親孝行のまち（子どもは宝）

・子どもを大切に育てる

地産地消のまちづくり（地域産業に活力を）

・地域にあるものを活かす元気産業づくり
・有機農業と地場産業の連携による地域循環型経済

①
高
齢
者
が
い
き
い
き

　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
町

②
子
ど
も
た
ち
が

　
　
健
や
か
に
育
つ
町

③
町
民
だ
れ
も
が
安
全
・

　
　
　
安
心
に
暮
ら
せ
る
町

④
活
気
と
活
力
に

　
　
　
　
あ
ふ
れ
る
町

⑤
歴
史
と
文
化
を
大
切
に

　
　
　
　
し
た
魅
力
あ
る
町



2013年
町の10大ニュース10大ニュース10大ニュース

要望から３９年の時を経て東関
東自動車道酒々井インターチェ
ンジが開通

4月

酒々井プレミアム・アウトレットが
開業、同施設内に酒々井コミュニ
ケーションセンターを開設

4月

幕末期から明治に実在した
寺子屋の名が「酒々井青樹堂」
として甦り開講

4月

65歳以上の高齢者を対象に
介護ボランティア制度を創設4月

小中学校で太陽光発電設備
設置工事が始まる6月

住民協働の活動拠点「酒々井
まちづくり研究所」を設置6月

井戸っこ（しすいちゃん）オリ
ジナルナンバープレートの交付
を開始

7月

子ども医療費の助成を中学生
の通院・調剤費まで拡大8月

台風26号で町内各所に洪水や
土砂崩れが発生10月

小坂泰久町長が再任（3選）を
果たす12月

こんなこと
が

ありました
こんなこと

が

ありました

　「
第
63
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大

会
・
第
17
回
千
葉
県
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
」
が
昨
年
11
月
11
日

に
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
、
永
く
地
域
福
祉
の
向
上
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
民
生
委
員
児
童
委
員
か
ら

は
、
能の
ざ
わ澤
惠
子
さ
ん
が
千
葉
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
の
を
は
じ
め
、
榎
や
し
子
さ

ん
、
髙
杉
由
理
子
さ
ん
、
齋
藤
明

子
さ
ん
、
長
尾
俊
春
さ
ん
、
仙
田

詔の
り
こ子
さ
ん
、
能
澤
惠
子
さ
ん
、
主

任
児
童
委
員
の
莇
み
ど
り
さ
ん
が

永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
千
葉
県
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
能
澤
さ
ん
は
�
千
葉
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰
と
併

千
葉
県
社
会
福
祉

協
議
会
長
表
彰

千
葉
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会

長
表
彰

せ
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
�

能澤　惠子さん
（東酒々井６丁目）

榎　やし子さん
（上本佐倉１丁目）

長尾　俊春さん
（ふじき野２丁目）

髙杉　由理子さん
（東酒々井３丁目）

仙田　詔子さん
（ふじき野３丁目）

齋藤　明子さん
（中央台４丁目）

莇　みどりさん
（酒々井）

民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

多
数
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　平成 25 年 12 月６日の任期満了に伴

う酒々井町長選挙は 11 月 26 日に告示

され、立候補届出の期限である同日午

後５時の時点で現職の小坂泰久氏以外

に立候補者がなく、同氏の無投票によ

る３選が決まりました。

　また、欠員１名が生じていたことに

より同時に行われた町議会議員補欠選

挙についても、酒瀬川健一氏以外に立

候補者がなく、同氏が無投票で当選し

ました。

問い合わせ　選挙管理委員会

　　　　　　（総務課内）☎ ２１２

平成25年12月１日執行

酒々井町長選挙
酒々井町議会議員補欠選挙

の結果

｢酒々井町歯科保健計画（案）｣に対する意見および副題を募集します
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募集期間　１月 24 日㈮
閲覧場所　保健センター、中央公民館、プリミエール酒々
井、酒々井コミュニティプラザ、井戸端（交流サロン）、
町ホームページ　
提出方法　住所、氏名、電話番号を明記し、次のいずれ
かの方法で提出してください。※様式は任意。
①窓口へ持参②郵便③ FAX ④電子メール　
※文書または電子的記録として残るものでの提出に限り
ます。また、応募は、意見のみでも副題のみでも構いま
せん。
結果公表　後日、町ホームページで公表する予定です。

　町では、町民の歯と口腔の健康づくりを推進するため、
平成 24 年 12 月に『酒々井町民の歯と口腔の健康づく
り推進条例』を制定しました。これを受けて、歯科保健
計画（案）を作成しました。
　計画をより良いものにするため、皆さんの意見を募集
します。また、計画をより親しみやすくするため、副題
を募集します。
副題の例：歯ッピィかむカムくまもとプラン（熊本市）
提出先・問い合わせ　保健センター
　　　　　　　　　〒 285-8510 酒々井町中央台 4-10-1
　　　　　　　　　☎（496）0090  （496）8453
            　　　　   kenkou@town.shisui.chiba.jp

｢酒々井町歯科保健計画（案）｣に対する意見および副題を募集します

酒々井町歯科保健計画（案）の概要

基本的な方針

　酒々井町民の歯と口腔の健康づくり推進条例の第６条に規定する基本計画として位置づけ、乳幼児期
から高齢期までライフステージを通して継続的に町民の歯と口腔の健康づくりについての施策を推進
し、健康を保持増進していくための指針として策定します。
計画の期間　平成 26 年度から平成 35 年度まで　　※必要に応じて再検討し見直します。

【 乳幼児期 】
〇�目標　３歳児におけるむし歯のない者の割合の増加
　　　　平成 24 年度　81.3％　→　平成 35 年度　90％以上
〇�対策　�乳幼児の健康診査や相談に加え、新たに町内幼稚園や保育園でブラッシング指導を実施し、む

し歯予防の重要性や具体的な方法について周知していきます。

【 学 齢 期 】
〇目標　学齢期におけるむし歯のない者、歯周病のない者の割合の増加
　　　　12 歳児 1 人当たり平均むし歯数　平成 24 年度　0.99 本 → 平成 35 年度　0.5 本以下
　　　　歯肉の炎症所見がある者の割合　（小学 4 年生）平成 24 年度 16.4％ → 平成 35 年度　10％以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （中学 1 年生）平成 24 年度 28.2％ → 平成 35 年度　20％以下
〇対策　歯科検診、ブラッシング指導を充実させるとともに、相談体制を整えていきます。

【 成人期・高齢期 】
〇目標　成人期、高齢期における、むし歯や歯周病の予防、歯の喪失防止
　　　　30 歳代で現在歯数が 28 本の割合　　平成 24 年度　62.5％ → 平成 35 年度　65％以上
　　　　80 歳で 20 本以上歯がある者の割合　平成 24 年度　42.8％ → 平成 35 年度　50％以上
〇対策　歯科健康相談や教室を充実させるとともに、成人歯科検診を広く周知していきます。

【 障がいのある方・介護の必要のある方  】
〇目標　障がい等のある方が適切な歯科医療及び口腔ケアを受けられる環境の整備
　　　　定期的に歯科検診を受けている者の割合　平成 24 年度　42.6％ → 平成 35 年度　50％以上
〇対策　情報提供の体制を整えるとともに、歯科健康相談や訪問歯科相談を実施していきます。

目標と対策

H26. １. １ 5



す
べ
て
の
人
が
も
っ
て
い
る

「
人
権
」を
考
え
よ
う

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
と

佐
倉
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
、

次
代
を
担
う
中
学
生
に
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
行
う
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
酒
々
井
中
学

校
３
年
生
の
松
本
麻
実
さ
ん
の
作

品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
の
作
品
は
、
自
分
自

身
の
体
験
か
ら
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
て
行
動
し
、
人
に
対
し

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
表

れ
た
作
文
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
酒
々
井
小
学
校
と
大

室
台
小
学
校
の
６
年
生
に
人
権
ポ

ス
タ
ー
を
描
い
て
い
た
だ
き
、
そ

の
中
か
ら
酒
々
井
小
学
校
の
渡
邊

麻
美
さ
ん
と
大
室
台
小
学
校
の
和

田
一
冴
さ
ん
の
作
品
を
採
用
し
て

町
の
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子

ど
も
（
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

保
護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
学
通
知
書
を
説
明
会

当
日
に
配
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
場
が

少
な
い
た
め
、
車
で
の
来
校
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
上
履
き
と
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
１
月
24
日
㈮

受
　
付
　
９
時
～
９
時
20
分

会
　
場
　
酒
々
井
小
学
校
３
階
ラ

ン
チ
ル
ー
ム

期
　
日
　
１
月
28
日
㈫

受
　
付
　
９
時
10
分
～
９
時
25
分

会
　
場
　
大
室
台
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

☎

３
１
２

和わ

だ田
　
一い
っ
さ冴

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
大
室
台
小
学
校
）

松ま
つ
も
と本

　
麻あ
さ
み実

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
酒
々
井
中
学
校
）

渡わ
た
な
べ邊

　
麻あ
さ
み美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
酒
々
井
小
学
校
）

　
20
歳
に
な
っ
た
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
20
歳
の
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
）
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
封
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
同
封
さ
れ
た
書
類
「
国
民
年

金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」
に

記
入
し
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
）
内
に
住
民
課
年
金

班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
）
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
生
じ
ま

す
。

納
付
さ
れ
る
方
は

①
付
加
保
険
料
を
追
加
す
る

②
前
納
で
納
付
す
る

③
口
座
振
替
で
納
付
す
る

こ
と
を
選
ん
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
場
合
は

 

・
学
生
の
方
は
学
生
証
（
コ
ピ

ー
可
）
を
持
参
の
う
え
﹁
学
生
納

付
特
例
申
請
書
﹂

 

・
学
生
以
外
の
方
は
﹁
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書
﹂

を
「
資
格
取
得
届
書
」
と
一
緒
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
す
る
な
ど
「
万

が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
年
金
班

☎

１
２
１ 

・
１
２
２

開
設
場
所
と
日
時

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

１
月
15
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

１
月
22
日
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

１
月
29
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

１
月
11
日
㈯
　
14
時
～
15
時
30
分

１
月
31
日
㈮
　
14
時
～
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
警
察
署
移
動

交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０
１
１
０

1
月
の
移
動
交
番

開
設
日

小学校
　入学説明会

6

中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

町
人
権
啓
発

　
　
　
ポ
ス
タ
ー

酒
々
井
小
学
校
区

大
室
台
小
学
校
区

二十歳になったら
国民年金の加入手続きを



　
町
で
は
、
平
成
23
年
度
に
策
定

し
た
第
５
次
酒
々
井
町
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
「
酒
々

井
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
行
っ
て
お
り
、
８

月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て

実
施
し
た
地
域
別
懇
談
会
で
の
意

見
を
ま
と
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
原
案
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
原
案
に
各
地
域
の
方
々

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、

懇
談
会
形
式
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。（
別
表
参
照
）

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
１
月

16
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
入

場
は
会
場
の
都
合
上
、
事
前
に
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
方
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
４

保育園
　入園案内

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
入
園

を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
日
程
で

受
付
と
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
持
参
し
、
入
園
を
希

望
さ
れ
る
保
育
園
に
子
ど
も
と
い

っ
し
ょ
に
登
園
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
用
紙
は
各
保
育
園
、

こ
ど
も
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
中
央
保
育
園
　
１
月
24
日
㈮

　
13
時
30
分
～
17
時

●
岩
橋
保
育
園
　
１
月
22
日
㈬
、

　
23
日
㈭
　
13
時
30
分
～
17
時

●
昭
苑
保
育
園
　
次
の
日
時
の
中

で
、
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
面
接
は
15
分
単
位

で
す
。

１
月
20
日
㈪
、
21
日
㈫
　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

昭
苑
保
育
園
☎
（
３
１
２
）
４
７

９
７

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
２
　
中
央
保
育

園
☎
（
４
９
６
）
１
２
７
４
　
岩

橋
保
育
園
☎
（
４
９
６
）
１
６
２

５

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
選
挙

資
格
を
調
査
し
、
調
製
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
分
名
簿
登
載
申
請
書

の
配
布
、
回
収
に
つ
い
て
各
地
区

の
農
業
委
員
、
農
家
組
合
長
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
請
要
件
】

▼
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▼
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
方

②
①
の
方
と
同
居
の
親
族
ま
た
は

　
町
立
図
書
館
は
、
資
料
点
検
の

た
め
、
１
月
28
日
㈫
か
ら
２
月
１

日
㈯
ま
で
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。
休
館
中
は
す
べ
て
の
図
書
館

業
務
を
停
止
し
ま
す
。
図
書
の
返

却
は
、
事
務
室
窓
口
ま
た
は
ブ
ッ

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ
て
、

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
方

※
こ
の
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会

で
審
査
し
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
が
不
足
し
た
り
、

届
い
て
い
な
い
方
は
、
地
元
の
農

業
委
員
、
農
家
組
合
長
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務

局
☎

３
５
１
　
総
務
課
内
選
挙

管
理
委
員
会
☎

２
１
２

ク
ポ
ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ

は
事
務
室
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
町
立
図
書
館
☎

（
４
９
６
）
８
６
８
２
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＜別表＞

※会場は、いずれも中央公民館講堂で行います。

区　　分 地域（大字） 日　　時

北部・中部（A）
柏木・下岩橋・伊篠・
伊篠新田・篠山新田・
今倉新田・中川・上岩橋

１月 18 日㈯
10 時～

中部（B）
中央台・東酒々井・
ふじき野

１月 19 日㈰
13 時～

南部・中部（C）

下台・酒々井・本佐倉・
上本佐倉・上本佐倉１
丁目・馬橋・墨・尾上・
飯積

１月 19 日㈰
15 時～

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
は
１
月
10
日
㈮
ま
で
に

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

町
立
図
書
館

１
月
28
日
㈫
か
ら
２
月
１
日
㈯
ま
で

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
意
見
交
換
会
の
お
知
ら
せ



　
成
田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

期
間
（
２
月
17
日
㈪
～
３
月
17
日

㈪
）
に
先
が
け
、
平
成
25
年
分
の

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
贈

与
税
・
個
人
消
費
税
の
確
定
申
告

作
成
・
提
出
会
場
を
次
の
と
お
り

設
置
し
ま
す
。

会
　
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
イ

ン
グ
土
屋
24
）

期
　
間
　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

２
月
３
日
㈪
～
３
月
17
日
㈪

※
２
月
23
日
㈰
、
３
月
２
日
㈰
に

限
り
休
日
も
開
場
し
ま
す
。

時
　
間
　
受
付
９
時
～
16
時
（
提

出
は
17
時
ま
で
）

※
９
時
か
ら
10
時
ま
で
は
立
体
駐

車
場
３
階
の
連
絡
通
路
か
ら
入
る

２
階
「
Ｃ
」
入
口
が
専
用
口
に
な

り
ま
す
。

※
12
時
か
ら
13
時
の
間
は
、
職
員

が
交
代
で
相
談
に
あ
た
る
た
め
、

多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
　
京
成
成
田
駅
６

番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
乗
車
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
成
田
で
下
車

〔
ご
注
意
く
だ
さ
い
〕

▼
納
税
証
明
書
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
成
田
の
会
場
で
は
発
行
し
て
い

ま
せ
ん
。
成
田
税
務
署
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
に
は
、
納

税
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
、
成
田
税
務
署

内
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
署
内
に
申
告
書
の
作
成
会
場
は

設
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
成
田
税
務
署

☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

※
電
話
は
自
動
音
声
に
て
お
受
け

し
、
用
件
に
応
じ
て
担
当
者
が
お

答
え
し
ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
さ
れ

る
と
、
申
告
書
の
提
出
先
に
足
を

運
ぶ
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
添
付

書
類
を
省
略
で
き
た
り
、
還
付
金

が
早
く
返
っ
て
く
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.e-tax

.n
ta.go.jp/

）

　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
よ
り
、
所
得
税
・
個
人
住
民
税

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
得
税
は
平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
49
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
発
生
し
た
所
得
税
額
に
対
し

て
、
２
．
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
復
興

特
別
所
得
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

〈
表
１
〉
参
照

　
な
お
、
給
与
所
得
の
方
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降

に
支
払
を
受
け
ら
れ
て
い
る
給
与

等
か
ら
復
興
特
別
所
得
税
が
加
算

さ
れ
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
民
税
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
県
民
税
・
町
民
税
の
均
等
割

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
年
額
１
，
０
０
０
円
の
増

税
と
な
り
ま
す
。〈
表
２
〉
参
照

　
軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
車
や
バ

イ
ク
を
乗
っ
て
い
る
場
所
、
あ
る

い
は
置
い
て
あ
る
場
所（
定
置
場
）

の
市
区
町
村
で
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
軽
自
動
車
を

乗
っ
て
い
る
方
や
定
置
場
と
し
て

い
る
方
で
、
酒
々
井
町
ナ
ン
バ
ー

や
千
葉
ナ
ン
バ
ー
で
な
い
方
は
、

左
の
表
を
参
照
の
う
え
、
車
検
証

の
住
所
変
更
（
ナ
ン
バ
ー
変
更
）

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２ 

・
１
１
３

所得　－　所得控除　＝　課税標準額

課税標準額　×　所得税率　×　102.1％

　　　　　　　　　　＝　所得税及び

　　　　　　　　　　　　復興特別所得税の額

※�所得税及び復興特別所得税の額に 1 円未満の端数があるとき

その端数を切り捨てます。

※特例期間は平成 26 年度から平成 35 年度まで

均等割 現　　　行 特例期間

県民税 １，０００円 １，５００円

町民税 ３，０００円 ３，５００円

合　計 ４，０００円 ５，０００円

車　種 手続場所 持参するもの
原付自転車

（125㏄以下）
小型特殊自動車

役場税務課または転出先の
軽自動車税担当課

ナンバープレート
標識交付証明書

軽自動車
（４輪）

軽自動車検査協会千葉事務
所☎（245）0163

（転出の場合は、管轄する
軽自動車検査協会）

ナンバープレート
印鑑
車検証
住民票
自賠責保険証2 輪小型自動車

（126cc 以上）

千葉運輸支局
☎ 050（5540）2022

（転出の場合は、管轄する
陸運支局）

8

〈表１〉復興特別所得税

〈表２〉特例の内容

軽
自
動
車
の
住
所
変
更

所
得
税
、
個
人
住
民
税
の

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

２
月
３
日
㈪
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で

確
定
申
告
作
成
会
場
を
開
設



　
平
成
24
年
度
の
医
療
費
（
０
歳

か
ら
74
歳
ま
で
）
は
、
20
億
４
，

３
７
６
万
６
千
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
６
．
８
％
、
金

額
で
は
１
億
２
，
９
８
７
万
７
千

円
増
加
し
ま
し
た
。

　
１
人
当
り
の
医
療
費
は
、
31
万

３
，
９
９
１
円
で
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
６
．
８
パ
ー
セ
ン
ト
、

１
万
９
，
９
０
８
円
増
加
し
ま
し

た
。

　
医
療
費
が
増
え
る
要
因
は
、
医

療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
る
診
療

費
用
の
増
加
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
長
期
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性

疾
患
患
者
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　〈
グ
ラ
フ
１
〉は
、１
人
当
り
の
年

度
別
の
医
療
費
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　
近
年
の
伸
び
は
著
し
く
、
平
成

20
年
度
か
ら
24
年
度
の
４
年
間
で

６
万
７
，
８
３
８
円
も
増
加
し
、

国
民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。

　〈
グ
ラ
フ
２
〉は
、
診
療
内
容
別

の
金
額
と
構
成
割
合
の
内
訳
で
す
。

　
医
療
費
が
今
後
も
増
え
て
い
く

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
の
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
国

民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
、
保

険
税
の
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
医
療
費
の
節
約
の
ポ

イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

①�

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
定
期
な

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
生

活
習
慣
病
の
予
防
が
不
可
欠
で

す
。
日
頃
か
ら
の
食
生
活
・
運
動
・

休
養
に
十
分
心
が
け
、
健
康
寿
命

を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

②���

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
病
気
に
な
っ
て
、
ど
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
ら
良
い
か
迷
う
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
の
た
め
に
も
信
頼
の
お
け

る
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　
自
分
の
判
断
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
医
療
機
関
を
巡
っ
て
し
ま
い
結

果
的
に
医
療
費
が
多
額
に
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

③��

医
療
機
関
へ
は
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
診
療
時
間
外
に
受
診
す
る
と
、

本
来
の
診
療
費
の
ほ
か
に
別
料
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
緊
急
時
以
外

は
、
診
療
時
間
内
に
か
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

か
か
り
つ
け
の
薬
局
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
薬
が
処

方
さ
れ
て
い
る
方
は
、
薬
の
重
複

や
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
副
作
用
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
か
か
り
つ

け
の
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
代
の
節
約
が
で
き
ま
す

　
医
療
費
の
約
２
割
が
薬
代
（
調

剤
）
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
（
後
発
医
薬
品
）
に
変
更
で
き

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
長
く
飲
み
続

け
る
場
合
な
ど
は
、
相
当
な
節
約

に
な
り
ま
す
。
処
方
せ
ん
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
（
20
～
25
年
）
満
了

後
に
発
売
さ
れ
、
新
薬
と
同
じ
効

き
目
で
、
価
格
は
新
薬
の
約
３
割

か
ら
７
割
相
当
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
班

☎

１
２
３

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
国
民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す

24年度診療内容別金額・構成割合

（　）内は23年度値

入院
7億3,964万円
（6億6,033万円）

 1億4,884万円
(1億5,530万円)

 3億9,770万円
（3億8,311万円）

その他　 2,728万円
（2,554万円）

 7億3,030万円
 （6億8,960万円）

入院外（外来）

歯科

調剤（薬代）

36.2%（34.5％）

7.3％（8.1％）

19.5％（20.0％）

　1.3％
（1.3％）

35.7％（36.1％）

１人当たりの医療費の推移（０歳～74歳）
（円）

酒々井町

千葉県平均

20年度

246,153

247,737

21年度

273,291

255,079

22年度

283,914

264,189

23年度

294,083

272,928

24年度

313,991

280,067

210,000

230,000

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

〈グラフ１〉

〈グラフ２〉
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医
療
費
節
約
の

ポ
イ
ン
ト



広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

広報ニューしすいに
　　  広告を掲載しませんか

このスペースで

１回5,000円 !

申し込み・問い合わせ　経営企画課広報広聴班☎（496）1171　222

申し込みは掲載希望月の前々月の25日まで
※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、
　経営企画課まで。

民生委員・児童委員・主任児童委員を紹介します
　平成２５年１２月１日付けで新たに厚生労働大臣、千葉県知事、それぞれから委嘱された民生委員児童委員、主

任児童委員をご紹介します。

　民生委員児童委員が、みなさんの心配ごとなどを解決するために、専門機関の紹介や行政とのパイプ役として、

子どもから高齢者まで町民の相談役として活動を行っています。相談内容や個人情報などの秘密は固く守られます

ので、困ったことや心配ごとがあるときは気軽にご相談ください。

　主任児童委員は、主に児童に関する相談をお受けします。

民生委員・児童委員・主任児童委員一覧表　　　　　　　　　　　　　　   　　　（任期：H25.12.1 ～ H28.11.30）

氏　名 住　　所 担当地域 氏　名 住　　所 担当地域

藤
ふじさき

﨑ゆきえ 酒々井１１２９－２
☎４９６－１３５３

上宿・中宿・横町・
下台 河

か わ い

合　貞
さ だ え

枝 東酒 井々２－２－２９９
☎４９６－２７６０　 東酒々井２丁目

鶴
つるおか

岡　春
は る み

美 酒々井１６９２
☎４９６－１０１５ 下宿・停車場 髙

たかすぎ

杉由
ゆ り こ

理子 東酒々 井３-３-２５８
☎０９０-２５２２-０２６４ 東酒々井３丁目

越
こしかわ

川　忠
た だ お

男 本佐倉８２３
☎４９６－１４６６ 本佐倉・新堀 土

ど ば し

橋　繁
しげあき

明 東酒々 井３-３-２１０
☎４９６-１６１６ 東酒々井３丁目

財
ざ い つ

津　和
か ず こ

子 本佐倉３１５－１６
☎４９６－５６５８ 成城台 大

おおにし

西　真
まさのり

典 東酒々 井４-４-１２２
☎４９６-６８６７ 東酒々井４丁目

吉
よ し だ

田　義
よ し お

雄 上本佐倉２２３
☎４９６－６３７１ 本佐倉・上本佐倉 大

おおおか

岡　佳
か よ

代 東酒々 井５-５-１６９
☎４９６-３４００ 東酒々井５丁目

高
たかいし

石　直
な お み

美 上本佐倉１７０－１
☎４９６－３８５４ 上本佐倉・本佐倉 能

の ざ わ

澤　惠
け い こ

子 東酒々 井６-６１１-２０４
☎４９６-１２５４ 東酒々井６丁目

實
じつかわ

川　澄
す み こ

子 馬橋４７－１
☎４９６－５４２４ 馬橋 北

き た の

野勢
せ つ こ

津子 中央台１-２０-７
☎４９６-３７８８ 中央台１丁目

清
し み ず

水　啓
け い こ

子 墨１１１２
☎４９６－０３８２ 墨 渡

わたなべ

邊　和
か ず み

美 中央台２－１７－３
☎０９０-１８１８-３９３４ 中央台２丁目

京
きょうそう

増美
み え こ

恵子 尾上６３７
☎４９６－１０８７ 尾上・飯積 新

あ ら い

井　光
み つ よ

代 中央台３-１ １０-４０４
☎４９６-１２０６

中央台３丁目・
県営住宅

京
きょうそう

増　ナツ 中川３０５－５
☎４９６－４３９６ 中川 小

こ み や ま

宮山清
き よ し

志 中央台３-３-１ ２-４０３
☎４９６-６００７

中央台３丁目ハイツ・
県住５、７、11 棟

高
たかはし

橋　昌
まさもり

司 上岩橋１１９０－２
☎４９６－０４８４

上郷・大崎・
ヘルシータウン 齋

さいとう

藤　明
あ き こ

子 中央台４－７－４
☎４９６-１７１６ 中央台４丁目

木
き む ら

村　利
と し み

美 上岩橋８
☎４９６－１０７９

卜ケ崎・大鷲・
ヒルズガーデン 寺

てらもと

本　恵
え み

美 上本佐倉１－３－１４
☎４９６-１３７９ 上本佐倉 1 丁目

相
あいきょう

京　勝
かつあき

明 柏木５７２－３
☎４９６－０５０５ 柏木 大

おおしま

島　道
み ち こ

子 ふじき野１－９－８
☎４９６－４９２２

ふじき野１丁目
　　　　２丁目

齋
さいとう

藤　照
しょういち

一 下岩橋９９
☎４９６－２４８４ 下岩橋 橋

はしもと

本　俊
しゅんいち

一 ふじき野３－７－１
☎４９６-８１４２ ふじき野３丁目

斉
さいとう

藤　　清
きよし 伊篠７１５

☎４９６－４３５１
伊篠・伊篠新田・
篠山新田・今倉新田

莇
あざみ

　みどり
（主任児童委員）

酒々 井９７５－３
☎４９６-３８５１ 地域区別はなし

日
ひ が さ

笠　昌
ま さ え

枝 東酒々井１－１－３５１
☎４９６－４５６７ 東酒々井１丁目 姶

あ い ら

良　恭
きょうこ

子
（主任児童委員）

中央台２－３－１ ３０２号
☎４９６－５２３６ 地域区別はなし
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友
達
や
職
場
の
仲
間
な
ど
を
誘

っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
酒
々
井
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
ご
協
力
で
特
製
と
ん
汁
の
無

料
配
布
も
あ
り
ま
す
。
５
人
１
組

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
１
月
18
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

受
付
場
所
　
総
合
公
園
球
技
場

受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
９
時

※
当
日
申
込
可

競
技
開
始
　
９
時
40
分
予
定

コ
ー
ス
　
総
合
公
園
球
技
場
を
ス

期
　
日
　
２
月
23
日
㈰
、
３
月
２

日
㈰
　

※
予
備
日
15
日
㈯
、
16
日
㈰

会
　
場
　
白
井
市
運
動
公
園
テ
ニ

ス
場
（
砂
入
り
人
工
芝
）
他
（
ハ

ー
ド
コ
ー
ト
の
場
合
あ
り
）

種
　
目
　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
ベ
テ
ラ
ン

ミ
ッ
ク
ス
（
女
子
45
歳
以
上
、
男

子
50
歳
以
上
の
ペ
ア
）

参
加
資
格
　
印
旛
郡
市
各
市
町
在

住
者
・
在
勤
者
（
中
学
生
・
高
校

生
可
）

参
加
費
　
成
人
ペ
ア
２
，
５
０
０

円
、
成
人
と
中
学
生
・
高
校
生
ペ

ア
２
，
０
０
０
円
、
中
学
生
・
高

校
生
ペ
ア
１
，
５
０
０
円
（
傷
害

保
険
加
入
）

申
込
期
間
　
１
月
12
日
㈰
～
１
月

26
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　
町
体
育
協
会
テ
ニ

ス
専
門
部
　
今
井
☎
（
４
９
６
）

２
０
７
５
、
大
会
本
部
事
務
局
　

田
内
☎
０
４
７
（
４
９
２
）
２
１

０
５
　

日
　
時
　
１
月
19
日
㈰
　
９
時
～

12
時
（
受
付
８
時
30
分
～
）

会
　
場
　
酒
々
井
小
学
校
体
育
館

参
加
費
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
は
さ
み
・
カ
ッ
タ
ー
・

定
規
・
の
り
・
筆
記
具
・
ド
ラ
イ

ヤ
ー

対
　
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
親

子定
　
員
　
30
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
締
切
　
１
月
10
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
１
周
約

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
特
設
コ
ー
ス

部
　
門
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生

男
子
の
部
、
中
学
生
女
子
の
部
、

一
般
の
部

参
加
資
格
　
小
学
４
年
生
以
上
で

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
が

構
成
す
る
５
人
１
組
の
チ
ー
ム

参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
（
１
チ

ー
ム
で
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

日
　
時
　
１
月
19
日
㈰
　
13
時
30

分
～
15
時
（
受
付
13
時
～
）

※
雨
天
時
は
26
日
㈰
10
時
30
分
～

12
時
（
受
付
10
時
～
）

会
　
場
　
酒
々
井
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

参
加
費
　
無
料

使
用
た
こ
　
洋
だ
こ
を
除
く
手
づ

く
り
だ
こ

対
　
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
方
法
　
当
日
現
地
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
　
☎
（
４
９
６
）
５
３
３

４

　
目
の
不
自
由
な
方
な
ど
に
「
声

の
広
報
」を
お
届
け
す
る
朗
読（
音

訳
）
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
を
養

成
す
る
た
め
、
初
心
者
の
方
を
対

象
に
朗
読
（
音
訳
）
の
基
礎
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
声
を
目
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

講
　
師
　
安や
す
は
ら原

　
素も

と
こ子 

氏

定
　
員
　
20
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
１
月
17
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

国道296号

多目的
広場

駐車場

野球場球技場

総合公園

＜町新春駅伝競走大会コース図＞

コースの全長は約1キロメートルです

ゴール
スタート

テニス
コート

日　時 会　場

第１回
1 月 21 日㈫
10 時～ 12 時

中央公民館　研修室

第２回
1 月 28 日㈫
10 時～ 12 時

プリミエール酒々井
会議室

第３回
2 月 18 日㈫
10 時～ 12 時

プリミエール酒々井
会議室

本佐倉城マスコットキャラクター

勝っタネ！くん

H26. １. １ 11

開催日程＜全３回＞

第
33
回
町
新
春
駅
伝
競
走
大
会

新
春
！
親
子
た
こ
づ
く
り
教
室
・
た
こ
あ
げ
大
会

親
子
た
こ
づ
く
り
教
室

た
こ
あ
げ
大
会

第
５
回
印
旛
郡
市
民

親
善
テ
ニ
ス
大
会

初
級
朗
読(

音
訳)

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成
講
座



松本　龍迅くん（中央台）
＜平成２５年１月５日生まれ＞

　　　（家族から一言）
　元気いっぱいすくすく育ってね。

235

りゅうしん

大勢の来場者が振る舞い酒の味を堪能

藤崎ゴルフ専門部長（写真左）と上位入賞した方々

　「
酒
々
井
す
い
す
い
倶
楽
部
」

主
催
に
よ
る
『
酒
々
井
新
酒
祭
』

が
11
月
24
日
、
蔵
元
「
飯
沼
本
家
」

敷
地
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
半
か
ら
の
厳
か
な
神

事
が
行
わ
れ
た
後
、
敷
地
内
中
央

で
、
生
の
新
酒
が
振
る
舞
わ
れ
は

じ
め
る
と
、
新
酒
の
味
を
も
と
め

て
詰
め
か
け
た
多
く
の
人
々
で
会

場
は
一
気
に
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
ふ
だ
ん
は
な
か

な
か
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

酒
造
所
敷
地
内
の
酒
蔵
の
見
学
や

地
元
特
産
品
の
販
売
、
さ
ら
に
広

場
で
の
様
々
な
演
奏
や
公
演
な
ど

　
秋
季
町
民
卓
球
大
会
が
11
月
10

日
、
酒
々
井
小
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
か
ら

一
般
男
女
の
部
ま
で
28
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
入
賞
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
一
般
男
子
】

優
　
勝
　
清
水
　
　
朗

準
優
勝
　
鶴
園
　
光
朗

第
３
位
　
池
田
　
一
男

　
　
　
　
渡
辺
　
佑
一

【
一
般
女
子
】

優
　
勝
　
石
埜
　
京
子

準
優
勝
　
西
尾
　
麻
衣

第
３
位
　
藤
江
寿
美
子

【
中
学
生
女
子
】

優
　
勝
　
岩
崎
紗
理
奈

準
優
勝
　
大
澤
友
里
恵

第
３
位
　
松
長
　
美
代

【
小
学
生
の
部
】

優
　
勝
　
吉
田
　
美
紅

準
優
勝
　
横
木
　
優
夏

第
３
位
　
佐
々
木
　
唯

第
８
回 

酒
々
井
新
酒
祭

秋
季
町
民
卓
球
大
会
の
結
果

搾
り
た
て
を
堪
能

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優
　
勝
　
清
水
・
西
尾
組

準
優
勝
　
飯
山
・
平
館
組

第
３
位
　
佐
藤
・
藤
江
組

　
　
　
　
佐
々
木
・
石
埜
組

　
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
専
門
部
主

催
の
「
町
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
11
月

７
日
に
神
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
香
取
郡
神
崎
町
）
で
開
か
れ
、

１
２
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
山
嵜
　
　
明

準
優
勝
　
颯
佐
　
　
亘

第
３
位
　
柚
木
　
岩
夫

が
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

本佐倉城マスコットキャラクター

勝っタネ！くん

町
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
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♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

立
冬
や
雨
に
濡
れ
ゐ
る
小
さ
き
絵
馬
　
　
　
　
　
　
　 

　  

丸
山
　
緑
酔

木
犀
の
香
り
た
ゞ
よ
う
別
れ
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

正
井
　
和
子

妻
逝
き
て
よ
り
の
朝
あ
し
た

の
落
葉
掃
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
応
仙

茸
飯
届
け
ら
れ
て
の
夕ゆ

う

げ餉
な
り
　
　
　
　
　  

　
　
　
　    

佐
藤
キ
ヨ
子

秋
出
水
田
園
沼
と
化
し
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

梅
澤
　
波
葉

あ
り
ふ
れ
し
日
々
の
く
ら
し
の
菊
日
和
　
　
　
　
　
　 

　  

松
居
美
智
子

何
も
せ
ず
日
重
ね
過
ぎ
て
そ
ぞ
ろ
寒
　
　
　
　
　
　
　
　   

八
木
澤
　
隆

お
だ
や
か
に
並
ぶ
里
山
霧
か
か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

三
田
美
津
江

印
旛
沼
見
さ
く
る
十
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
友
に
並
び
て
今
昔
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

黄
の
小
菊
朝
陽
を
受
け
て
金
色
に
友
に
手た

お折
り
ぬ
庭
先
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
　
　
光
子

刈
り
終
へ
し
田た

ん

ぼ圃
労い
た
は

る
老
農
夫
秋
の
陽
射
し
の
傾
く
な
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
章
子

秋
空
に
師
の
君
召
さ
れ
思
い
出
は
成
田
利
根
川
香
取
と
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

電
線
に
並
び
し
雀
十
三
羽
囀さ
え
ず

る
さ
ま
に
心
弾
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
よ
り

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う

（
金
銭
）

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

 

　
　
　
　
　
　 

４
４
万
３
千
３
１
円

・
中
山
伊
登
江
　
　
　
　  

　
５
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　 

　
１
万
円

・
匿
名 

　
　
　
　
　   

１
千
２
６
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　 

４
５
０
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　 

　
２
万
円

井戸っこ（しすいちゃん）誕生１年のお祝いに駆けつけた子どもたちと近隣市町のキャラクターたち

うすでつかれた餅は大人気 農産物共進会の会場の様子 酒々井ブランド、試食の感想は？

～写真で見るふるさとまつり～
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昨
年
11
月
27
日
に
、
酒
々
井
中

学
校
体
育
館
で
、
福
祉
用
品
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
同
校
生
徒
会
長
木

村
斗
紀
さ
ん
（
写
真
右
）
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
齋
藤
甲
一
会

長
に
「
歩
行
補
助
器
」
１
台
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
福
祉
用
品
の
贈
呈
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

で
、
生
徒
会
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ア
ル

ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
活
動
や

段
ボ
ー
ル
や
古
紙
回
収
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
い
、
そ
こ
で

得
た
資
金
を
も
と
に
福
祉
用
品
を

購
入
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
と
し
た
町
内
の
福
祉
団

体
等
に
寄
贈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
酒
々
井
中
学
校

☎
（
４
９
６
）
１
０
４
０

　
千
葉
県
県
教
育
委
員
会
で
は
、

小
・
中
・
高
校
生
の
勤
労
観
・
職

業
観
の
育
成
や
職
業
選
択
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児

童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
町
の
小
中
学
校
３
校
で
は
、
町

商
工
会
、
酒
々
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク幼児の保育を体験（大室台小学校） 惣菜づくりを体験（酒々井小学校）

造園屋さんで職場体験（酒々井中学校）

ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、
町
内
外
の

事
業
所
の
ご
厚
意
で
、
子
ど
も
た

ち
が
貴
重
な
体
験
学
習
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
12

月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
Ｊ
Ｒ
、
京

成
の
両
酒
々
井
駅
や
各
学
校
の
校

門
前
で
『
あ
い
さ
つ
運
動
』
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
町
内
の
小
中
学

校
の
連
携
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
そ
の
一
環
と
し
て
、
年
に
一

度
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
「
誰
に
で
も
親
し
く
あ

い
さ
つ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
、

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
運
動

が
町
の
文
化
に
な
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
酒
々
井
中
学
校
☎

（
４
９
６
）
１
０
４
０

酒
々
井
中
学
校

福
祉
用
品
贈
呈
式

ゆ
め
・
仕
事

　
ぴ
っ
た
り
体
験

小
中
学
校
み
ん
な
で
元
気
に
あ
い
さ
つ
運
動

 

働
く
と
い
う
こ
と

　　
　
酒
々
井
小
学
校

　
　
　
　
六
年
　
西
塔
　
愛
香

　
ゆ
め
・
仕
事
ぴ
っ
た
り
体
験
で

中
央
保
育
園
に
行
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
名
前
を
聞
い
た
り
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
最

後
に
保
育
園
を
出
る
時
、「
あ
り

が
と
う
。」「
ま
た
来
て
ね
。」
な

ど
と
声
を
か
け
て
き
て
く
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

　
働
く
っ
て
い
う
の
は
大
変
だ
け

れ
ど
、
他
人
も
う
れ
し
く
さ
せ
て

自
分
も
う
れ
し
く
な
る
こ
と
な
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
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インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（６時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）
（1月16日㈭～）

毎週日曜日開催（1月26日㈰～）

期間　12月7日㈯～平成26年6月27日㈮
会場　印旛郡市文化財センター考古資
料展示室（入館無料）
開館時間　平日、祝休日を問わず10時
～ 16時30分（年末年始は休館）
内容　印旛郡市文化財センター設立30
周年を記念して、これまでに当センター
が実施してきた発掘調査の内容とその学
術的成果やその後の地域が変化してきた
様子、また調査結果等を生かした街づく
りなどを紹介します。
問い合わせ　（公財）印旛郡市文化財セ
ンター☎（４８４）０１２６

　男女共同参画社会の推進を図るため、
地域においては何をなすべきかについて、
具体的なお話をいただく研修会を開催し
ます。皆様のご参加をお待ちしています。
日時　１月18日㈯　14時～ 15時30分
会場　プリミエール酒々井文化ホール
参加費　無料
内容　講演会
講師　長谷川幸介氏（茨城大学准教授）
外岡　仁氏（「江戸しぐさ」文化研究会
主宰）
定員　１００人程度（申込先着順）
主催　千葉県、酒々井町
※申し込みは、住所、氏名、電話番号、
団体名（所属している方のみ）を電話又は
ファックス、メールにてお申し込みください。
申し込み・問い合わせ　住民協働課☎

（４９６）１１７１ ３６２
（４９６）１２３１

kyodo@town.shisui.chiba.jp

　中世の下総の豪族・大名である千葉氏
の史跡を訪ね、千葉の歴史を再認識しま
す。今回は酒々井・佐倉の史跡、本佐
倉城跡・千葉氏縁の勝胤寺・海隣寺等
を巡ります。
日時　１月16日㈭　10時にＪＲ酒々井駅
西口駅前広場集合
コース　ＪＲ酒々井駅→本佐倉城跡→
勝胤寺（休憩）→佐倉厚生園（昼食）→
海隣寺（休憩）→国立歴史民俗博物館（行
程：約10キロメートル）
※本佐倉城跡と勝胤寺では「酒々井ふる
さとガイドの会」による説明があり、解
散は14時30分を予定しています。
参加費　１人300円
問い合わせ　ちば歩こう会　担当：日向
安昭０９０（８３０５）６６０１

【手話学習会】

日時　１月19日㈰13時30分～ 16時
会場　印西市ふれあいセンターいんば
参加費　無料（初回参加時のみテキスト
代1000円）
申し込み　不要、だれでも参加できます。
＊ＯＨＰ、要約筆記（話し手の言葉を要
約して書いてスクリーンに映す）で聞こ
えのサポートをします。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴者・
難聴者協会印旛香取事務所　

（４６１）６５３３☎（４９６）２３３１（吉
田）　

　東金労働基準協会では、管内の事業
所を対象として労働安全衛生法で義務付
けられている資格を取得するための各種
講習会等を実施しています。
日時　①２月13日㈭　９時～
　　　②２月20日㈭　13時30分
会場　のぎくプラザ（山武市殿台290-1）
内容　①危険予知訓練講習　②監督
署・安定所への各種届出講習　
※講座は有料です
申込方法　１月30日㈭までに東金労働
基準協会に電話でお申し込みください。
問い合わせ　東金労働基準協会
☎０４７５（５２）１０６１

　千葉県特定最低賃金（7業種）が平成
25年12月25日から下記のとおり改正され
ました。

時間　9：00 ～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（1月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

親子で体操 8日㈬
お休み 1日㈬

乳幼児と
保護者

親子で体操 8日㈬

パネルシアター 22日㈬
読み聞かせ 15日㈬
親子で体操 22日㈬

平日楽々ウォーク千葉氏を訪ねて
東金労働基準協会からのご案内

千葉県特定最低賃金改正について

中途失聴・難聴者のみなさんへ

問い合わせ　千葉労働局労働基準部賃
金室☎（２２１）２３２８

業　　種 改正時間額
調味料製造業 ８２７円
鉄鋼業 ８６７円
はん用機械器具
生産用機械器具製造業 ８４３円

電子部品 ･ デバイス ･
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具
製造業

８４６円

計量器 ･ 測定器 ･ 分析
機器 ･ 試験機 ･ 測量機
械器具 ･ 理化学機械器
具製造業、医療用機械
器具 ･ 医療用品製造業、
光学機械器具 ･ レンズ
製造業、時計 ･ 同部分
品製造業、眼鏡製造業

８２９円

各種商品小売業 ８０７円
自動車（新車）小売業 ８３８円
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日時　１月14日㈫、28日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７２内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

日時　11月12日㈫、26日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て
支援班☎　３７２内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

日時　１月14日㈫、28日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７２内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

日時　１月14日㈫、28日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７２内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

催 し ・ 講 座

お 知 ら せ

印旛郡市文化財センター企画展
「発掘のチカラ～変わりゆく

街・歴史、そして未来～」

地域における男女共同参画推進事業
～人は一人では生きられない～



　心の悩みなどで日中の活動場所がな
い方、気軽にご利用ください。
日時　毎月第４木曜日　11時～ 14時
会場　中央公民館・和室
対象　心の悩みや問題のある方
参加費　実費（菓子代200円程度）
持ち物　昼食、印鑑
問い合わせ　いんば障害者相談セン
ター担当佐藤☎０４７６（９９）２５０１

日時　毎月第２水曜日　13時～ 17時
会場　西庁舎2階会議室（原則予約制）
対象　15歳以上40歳未満の方または
その保護者
申し込み・問い合わせ　ちば北総地域
若者サポートステーション
☎０４７６（３７）６８４４

【出張講座】

　サークルのお仲間などで福祉や健康
について勉強したいときは、ぜひ声を
かけてください。センターの職員がお
伺いします。正しい知識を身につけて、
何歳になっても元気で明るく過ごせる
よう一緒に考えてみましょう。
問い合わせ　町地域包括支援センター
☎（４８１）６３９３

　ジョイパックレジャー株式会社のご
厚意により、地域の福祉支援として、
ひとり親家庭を対象に「シルクドゥソ
レイユ「オーヴォ」へご招待いたします。
公演日時　２月21日㈮　19時～
公演会場　お台場ビックトップ
招待人数　10名　Ｓ席

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　 4月１日㈪～４月30日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　　　4月１日㈪～随時
平成25年度の固定資産税納税通知書は4月11日㈭に発送予定です。

問い合わせ　税務課資産税班　☎　114・115

納付期限
　1月31日㈮まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
町 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

第４期
第７期
第７期

内

1月の

条件　子どもは３歳以上であること。
後日、お礼状として感想文や絵などを
書いていただくこと。
申込期限　１月31日㈮（申込先着順）
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　見学、体験自由です。
活動日時　第１・２・３・４火曜日
13時30分～ 15時30分
会場　中央公民館 １階　講堂
会費　月会費3,000円　入会費3,000円
問い合わせ　金尾☎（４９６）２７４６

問い合わせ　自衛隊成田地域事務所
☎０４７６（２２）６２７５　 

フリースペースを利用しませんか

身近な相談窓口地域包括支援センター

「健康太極拳」会員募集

【自衛官募集】
シルクドゥソレイユにご招待

応募対象 応募資格 受付期間

防衛大学
校学生

高卒（見込含）
21歳未満の者

1月22日㈬
～1月31日㈮

16

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 16日㈭、30日㈭　13時～16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

法律相談 ９日㈭、23日㈭　13時～16時　社会福祉協議会
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※電話予約制です。事前にお申し込みください。

（申込先着順１日６件まで）

人権相談 14日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階会議室 人権推進課人権啓発班☎ ３３１

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・鈴木秀子さん、長野みち子さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） 14日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます

就学・教育相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
10日㈮　10時～15時　

役場中央庁舎１階会議室
24日㈮　10時～15時　

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談
９日㈭　10時～15時
住民課年金班へお越しください

住民課年金班☎ １２１・１２２

相 　 談

募 　 集
就労に悩みを抱えている若者を

応援する自立支援無料相談



※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0歳から15歳まで）
所在　佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
日時

◎成田市急病診療所
所在　成田市赤坂1-3-1 （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

※受付は診療終了時間の15分前までとなります。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000（ダイヤル電話からは ☎ （242） 9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時
日曜・祝日
8月13日～15日
12月29日～1月3日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時 日曜・祝日
8月13日～15日
12月29日～1月3日歯 科 10時～17時

予防接種：委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せきジフテリア破傷風
混合・不活化ポリオ（単抗原）・4種混合・日本脳炎・
ヒブ・小児用肺炎球菌

小学校
6年生

ジフテリア破傷風混合

月～土曜日 　19時～翌日６時
日曜・祝日

12月29日～1月3日
　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

日 内　　　容 時　　　間

9日㈭
乳
児
相
談

10か月児Ｈ25.2月生 10時～11時

4か月児Ｈ25.8月生 13時30分～14時30分

8日㈬
16日㈭
22日㈬

ゆりかごルーム 9時30分～12時

20日㈪
ヘルシ―ウォーキング

(雨天中止)
受付時間

9時10分～9時20分

28日㈫
3歳児健康診査
Ｈ22.6月・7月生

受付時間
12時45分～13時15分

6日㈪
20日㈪
27日㈪

健康相談 9時30分～11時

　
お
な
か
周
り
は
内
臓
脂
肪
の
量
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
は
高
血
糖
、
高
血
圧

等
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
な
か
周
り
が
気
に
な
り

始
め
た
け
ど
、
平
日
の
教
室
に
は
参
加
で
き

な
い
⋮
と
い
う
声
を
受
け
て
企
画
し
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

型
肥
満
症
候
群
）
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、

運
動
実
技
で
内
臓
脂
肪
を
撃
退
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
①
2
月
8
日
㈯
　
②
2
月
15
日
㈯

　
10
時
～
11
時
30
分
（
全
２
回
）

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
の
運
動
実
技

対
　
象
　
40
代
・
50
代
男
性

定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
） 

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限
　

1
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
お
口
の
健
康
を
守
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
歯
の
み
が
き
方
や
お
口
で
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

日
　
時
　
毎
週
月
曜
日
　
９
時
30
分
～
11
時

（
祝
日
を
除
く
）

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
　
小
児
科
医

師
　
鈴
木
修
一
先
生
が
「
正
し
い
診
断
に
基

づ
く
必
要
最
小
限
の
除
去
を
行
う
た
め
に
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
新
の
診
断
と
治
療
に
つ

い
て
」
講
演
を
行
い
ま
す
。
講
演
終
了
後
は

交
流
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
１
月
15
日
㈬
　
10
時
～
12
時
（
受

付
は
９
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
）

会
　
場
　
成
田
市
保
健
福
祉
館

対
　
象
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
　

※
保
育
対
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
様
連
れ

の
方
は
、
各
自
で
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

定
　
員
　
40
名

申
込
期
限
　
１
月
８
日
㈬
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
印
旛
合
同
庁
舎

内
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
印
旛
保
健
所
）

地
域
保
健
課
　
栄
養
担
当

☎
（
４
８
３
）
１
１
３
４
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メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
予
防
セ
ミ
ナ
�

︻
40
代
・
50
代
男
性
限
定
︼今
が
チ
�
ン
ス

﹁
ポ
�
コ
リ
お
な
か
解
消
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

歯
科
健
康
相
談

始
め
ま
し
た

食
物
ア
レ
ル
ギ
�

教
室



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

　
11
月
27
日
大
室
台
小
学
校
の
５
年
生
が
米
作

り
体
験
の
た
め
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
「
酒
々

井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
方
々
を
招
い
て
、

児
童
た
ち
が
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ

た
、
特
製
カ
レ
ー
を
会
食
す
る
収
穫
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
収
穫
祭
で
食
べ
た
お
米
の
味
は
、

春
か
ら
秋
、
約
１
年
か
か
る
米
作
り
体
験
を
経

験
し
た
児
童
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
味

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

プリミエール酒々井休館日 1月1～4、6・14・20・27 問（496）8681

28日㈫～ 2月1日㈯

16日㈭ 図書館のみ休館

図書館臨時休館日

図書館館内整理日

問（496）8682

問（496）8682

休日窓口開庁日　26日（日）8:30 ～ 12:00

【住民課】 住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】 納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）

「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　３月号掲載希望者は１月24日㈮までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　 05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　 10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　 20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、経
営企画課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222内

18

いただきます！食べるぞー（大室台小学校体育館）

自分たちで収穫したお米を使った特製カレーは味も格別！

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

5㈰
中央公民館、プリミエール、コミュニティ

プラザ業務開始
12月号8

6㈪ 役場等公共施設業務開始（一部施設を除く） 12月号8

9㈭ おはなし会（15時30分～町立図書館）

10㈮ 農業委員会委員選挙人名簿登載申請期限 7

12㈰ 成人式　 12月号9

18㈯ 第33回町新春駅伝競走大会 11

19㈰ 親子たこづくり教室・たこあげ大会 11

20㈪ 昭苑保育園入園案内（～21日㈫） 7

22㈬ 岩橋保育園入園案内（～23日㈭） 7

24㈮

「酒々井町歯科保健計画(案)」に対する意見

および副題募集締切期限
5

中央保育園入園案内 7

酒々井小学校区　入学説明会 6

26㈰ おはなし会（15時～町立図書館）

28㈫ 大室台小学校区　入学説明会 6

１月


